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　明治時代における争議行為一労使間の紛争は，現在
われわれが理解している意味での争議行為とは多分に
異なっている。たとえば昭和21年9月に制定された労
働関係調整法は，その第7条で「この法律において争
議行為とは，同盟罷業，怠業，作業所閉鎖その他労働
関係の当事者が，その主張を貫徹することを目的とし
て行う行為及びこれに対抗する行為であって，業務の
正常な運営を阻害するものをいう」と定義している。
この定義は，争議行為についての完全にして正確な法
律上の定義ではないが，かなり標準的な争議行為の定
義といってよいだろう。ここでわれわれが理解してい
る争議行為の主体は，労働組合一近代的な意味におけ
る組織である労働老の集団である。ところが明治時代
においては，近代的な組織としての労働組合が存在し
なかったし，したがって当然のことながら，近代的な
労働組合運動もなかった。そこで明治時代における労
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l使紛争を考察するにあたっては，現在の争議行為の概
念にのみ固執してはならないと同時に，当時の事情を
充分にふまえながら，現在のわれわれが何らかの教訓
になるものを見出す態度が必要であろうと思われる。
　多くの研究者が指摘しているように，日清戦争以前
における労働運動や労使紛争は，組織的な労働運動や
争議行為ではなく騒擾iや反抗のたぐいであった。明治
2年および4年の生野銀山，同5年の佐渡金山にみら
れた動揺などは，当時における奴隷的労働に対する反
抗である。それらの反抗のなかで特筆されるべきもの
は九州高島炭坑にあらわれた暴動であろう。明治元年
佐賀藩とイギリス商人との合併により発足した高島炭
坑は，その後三菱に譲渡され，納屋制度の採用によっ
て「千古未曽有の圧制法」が設けられて過酷な奴隷的
労働が強行された。その間，さまざまの反乱いなし暴
動が起きたが，警察力の動入などによって鎮圧され，
ひろく世論をもよびおこした。三菱時代になってから
は明治16年の暴動だけが記録されているという’aと
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は，三菱以後における統制支配の強化によって炭坑夫
たちは，暴動さえおこすことができないほどに，日常
的に弾圧されていたことを物語るものといえよう。
　つぎに特徴的なものは，明治20年前後にかけてみら
れた繊維産業における「工女」の紛争である。明治19
年甲府の雨宮生緕紡績工場の女工が，労働時間や賃銀
に対する不満から，寺院に立てこもりいわゆるストラ
イキに入って主張を達成させた記録もあるが，多くの
紛争は男子監督者に反感をいだくといったきわめて素
朴にして，感情的な反抗であって争議には程遠いもの
であったらしい。
　そして，各種の問屋資本に対する職人的労働者の反
抗という形での抗争がおこってくるのである。この反
抗は明治14年の久留米耕織屋の紺屋に対するボイコッ
トという形ではじめて現われた。
　明治24年には，東京の石工約1，300人が日給引下に
関して親方に対して同盟罷工をおこなっている。雑誌
「国民之友」はく罷工同盟初めて興る〉と書いている
が，これらはいずれも職人層の親方または問屋資本に
対する抗争であった。
　明治30年頃までの労使紛争が反抗や騒擾という形で
しかみられないのは，近代的な労働運動が組織されな
かったこと，個々の職人労働者の意識がいまだ遅れて
いたこと，そして一部の労働運動の指導者たちがたや
すく社会主義思想と結びついてしまったこと等々，そ
れなりの理由はあるかもしれない。それらを分析する
ことが，現在の労使紛争を理解する場合にもなんらか
の手掛りを提供するのではないかと思われる。
　なお，この報告書は昭和51年度の報告書として掲載
するものである。
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